
「おいしい」と言ってくれるお客さんが １ 人でも増えてくれたら

　十倉（三区）の小林俊之さんを紹介します。
　小林さんは、ご両親と ４ 人の研修生で、ス
イカ420アール（ハウス130アール、露地290アー
ル）、スイカの後作として、抑制トマト100アー
ル、秋冬人参350アールを作付けしています。
　現在、44歳の小林さんは、大学卒業後、サ
ラリーマンをしていましたが、28歳の時に就
農。長男であることや、同年代の人が周りに
多かったことも大きかったそうですが、お祖
父さんが亡くなったことが就農の一番の転機
になったと話してくれました。
　「やるからには、良い物を作りたい。色々な
情報が手に入る中で、良し悪しを決めて、常
に何かをやって試してみる。」と前向きにチャ
レンジする小林さんは、「この人から買いた
いと思ってもらえるような物を作っていきた
い。」と野菜作りに情熱を注がれています。

　また、「間違いのないものを提供できるよう
に常に気を配っているけど、中身は見られな
いし、売って終わりではないから、万一の時
のアフターフォローも大切。」と、お客さん一
人ひとりに、丁寧に対応することにも心がけ
ているそうです。　
　「まだまだ未熟者だけど、謙虚さと探求心は
持ち続けて、自分が作った物を、おいしいと
言ってくれるお客さんが １ 人でも増えてくれ
たら。それ
が一番の願
い。」 と 話
す小林さん
は、日々農
業に真摯に
取り組まれ
ています。

富里市 第4２号　令和４年１月
発  行　富里市農業委員会
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富里市農業委員会
会長　藤崎　芳久

農業委員
塩澤　英一

新
春
の
ご
あ
い
さ
つ

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

日
頃
よ
り
、
当
委
員
会
活
動
に
対

し
、
ご
理
解
と
、
ご
協
力
を
賜
り
厚

く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
が

叫
ば
れ
て
久
し
い
で
す
が
、
後
継
者

不
足
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
、
生
産

意
欲
の
低
下
を
招
く
鳥
獣
被
害
、
頻

発
す
る
大
規
模
な
自
然
災
害
、
食
糧

生
産
基
盤
の
脆
弱
化
、
こ
れ
ら
に
加

え
て
昨
今
の
コ
ロ
ナ
渦
に
お
け
る
農

産
物
の
消
費
動
向
の
変
化
な
ど
、
営

農
を
し
て
い
く
に
は
非
常
に
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
も

頼
れ
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。
野
菜
価

格
安
定
制
度
と
収
入
保
険
で
す
。
野

菜
価
格
安
定
制
度
は
、
価
格
下
落
時

に
補
給
金
を
交
付
す
る
も
の
で
、
収

　

令
和
３
年
８
月
５
日
、
農
業
委

員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
10

名
が
参
加
し
て
、
農
作
業
安
全
研
修

会
が
富
里
市
役
所
会
議
室
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
研
修
会
は
、
千
葉

県
農
業
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
と
Ｊ

Ａ
全
農
ち
ば
の
協
力
の
も
と
、
農
家

で
も
あ
る
各
委
員
に
農
作
業
時
の
事

故
防
止
に
役
立
て
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

安
全
研
修
は
、
Ｖ
Ｒ
（
ヴ
ァ
ー
チ
ャ

ル
リ
ア
リ
テ
ィ
）
ゴ
ー
グ
ル
を
付
け

て
農
作
業
事
故
を
疑
似
体
験
す
る
こ

と
に
よ
り
、
紙
の
資
料
に
よ
る
講
習

会
よ
り
も
実
体
験
に
近
い
感
覚
を
得

な
が
ら
、
理
解
を
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

以
前
か
ら
、
農
業
に
お
け
る
10
万
人

当
た
り
の
死
亡
事
故
は
他
産
業
よ
り

も
多
い
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、

委
員
活
動
報
告

入
保
険
は
、
農
業
経
営
全
体
を
対
象

に
、
自
然
災
害
に
よ
る
収
量
減
や
価

格
下
落
な
ど
収
入
減
少
を
広
く
補
償

す
る
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
制
度
等

が
農
業
経
営
の
安
定
に
つ
な
が
れ
ば

よ
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
日
本
農
業
新
聞
が
行
っ
た

千
人
意
識
調
査
（
令
和
３
年
４
月

日
本
農
業
新
聞
）
に
よ
る
と
、
我
が

国
の
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
の
食
糧
自
給

率
は
38
％
（
令
和
元
年
度
）
で
、

77・
3
％
の
人
が
食
糧
自
給
率
を
も
っ

と
上
げ
る
べ
き
だ
と
し
て
い
ま
す
。

　

調
査
の
中
で
、
専
業
主
婦
（
夫
）
と

既
婚
で
仕
事
を
し
て
い
る
女
性
の
回

答
を
み
る
と
、
農
畜
産
物
や
惣
菜
な
ど

を
買
う
際
の
意
識
は
、
双
方
と
も
「
新

鮮
さ
」、「
価
格
の
安
さ
」
を
優
先
す

る
傾
向
で
あ
る
一
方
で
、
専
業
主
婦

（
夫
）
は
「
国
産
」
を
、
働
く
既
婚
女

性
は
「
お
い
し
さ
」
で
選
択
す
る
割

合
が
高
い
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ど
ん
な
価
格
水
準
な
ら
国

産
農
畜
産
物
や
そ
れ
を
使
っ
た
食
品

を
応
援
購
入
し
た
い
か
に
つ
い
て
は
、

「
今
の
価
格
水
準
で
も
」
が
43・
7
％
、

「
や
や
上
が
っ
て
も
買
う
」
が
27
％
、

「
大
き
く
上
が
っ
て
も
買
う
」
が�

2・
5
％
で
し
た
。
こ
の
価
格
で
応
援

す
る
理
由
と
し
て
は
、「
世
界
人
口
に

対
し
て
食
糧
が
い
ず
れ
足
り
な
く
な

る
」、「
食
糧
争
奪
に
な
っ
た
ら
輸
入
に

頼
れ
な
く
な
る
」
と
い
う
も
の
。
ま
た
、

「
今
の
価
格
水
準
で
も
」
を
選
ん
だ
人

は
、「
国
民
の
所
得
が
上
が
ら
な
け
れ

ば
高
額
な
国
産
食
材
は
買
い
に
く
い
」

と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
厳
し
い
営
農

環
境
の
中
で
、
こ
の
よ
う
な
消
費
者

の
声
も
聴
き
な
が
ら
、
我
々
農
家
は

努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
８
名
は
、
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
12
名
と
連
携
し
て
、

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
実
質
化
に
向
け
、

地
域
で
の
話
し
合
い
、
現
在
の
農
地
の

利
用
状
況
、
将
来
の
規
模
拡
大
、
ま

た
は
縮
小
を
と
り
ま
と
め
、
努
力
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
地
域

を
い
か
に
維
持
し
、
次
の
世
代
に
継

承
し
て
い
く
の
か
、
先
行
き
が
心
配

さ
れ
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
の
重
要
性
と
役
割
、
責

任
が
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
考

え
ま
す
の
で
、
皆
様
の
よ
り
一
層
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

農
作
業
安
全
研
修
に
参
加
し
て
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農地利用最適化 
推進委員
吉田　隆

ＶＲゴーグル（写真上）を着けて
農作業事故を疑似体験

研修の成果は委員の加入推進活動にいかされます

の
対
象
と
な
る
。

⑥�

一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
保
険
料

の
国
庫
補
助
が
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
加
入
推
進
の
戸
別
訪

問
時
の
説
明
の
ポ
イ
ン
ト
、
令
和
４

年
か
ら
改
正
さ
れ
る
農
業
者
年
金
制

度
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
ま
し
た
。

　

研
修
を
通
し
て
、
農
業
者
年
金
の

税
制
面
の
優
遇
措
置
に
つ
い
て
再
認

識
す
る
と
同
時
に
、
推
進
委
員
と
し

て
一
人
で
も
多
く
の
農
業
者
の
方
へ

制
度
を
周
知
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
10
月
６
日
、
富
里
市

役
所
会
議
室
に
お
い
て
、
令
和
３
年

平
成
29
年
の
国
の
調
査
で
は
、
全
産

業
の
平
均
が
1
・
5
人
に
対
し
て
農

業
は
16・
7
人
と
10
倍
以
上
で
、
な
お

か
つ
年
々
増
加
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー
の
場
合
は
、
走
行

中
の
転
倒
事
故
の
ほ
か
、
乗
り
降
り

の
時
に
負
傷
す
る
場
合
も
多
い
そ
う

で
す
。
歩
行
型
農
機
の
場
合
は
、
後

進
時
に
多
く
発
生
し
て
お
り
、
搬
送

車
へ
の
積
み
降
ろ
し
の
時
も
危
険
が

あ
る
そ
う
で
す
。
草
払
機
に
よ
る
事

故
も
多
く
、
フ
ェ
イ
ス
ガ
ー
ド
や
安

全
靴
を
装
着
す
る
こ
と
に
よ
り
安
全

に
作
業
で
き
、
作
業
前
の
環
境
確
認

も
大
切
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

私
の
経
験
で
す
が
、
雪
が
降
っ
た

後
の
除
雪
作
業
中
に
、
小
さ
な
穴
に

足
か
ら
落
ち
そ
う
に
な
り
、
辛
う
じ

て
尻
も
ち
を
つ
い
た
の
で
す
が
、
痛

み
が
引
か
な
い
の
で
医
師
に
診
て
も

ら
っ
た
ら
腰
椎
の
圧
迫
骨
折
と
言
わ

れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
時
、
危

険
な
作
業
を
行
っ
て
い
る
認
識
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

友
人
が
大
怪
我
を
し
て
長
期
の
入

院
を
し
た
時
は
、
用
事
を
終
え
て
帰

宅
し
て
か
ら
作
業
場
の
こ
と
が
気
に

か
か
り
、
暗
い
中
見
回
り
を
し
て
い

て
つ
ま
ず
い
て
転
び
ま
し
た
。
不
幸
に

も
、
顔
面
を
固
い
も
の
の
角
に
強
く

ぶ
つ
け
た
の
で
し
た
が
、
誰
も
近
く
に

お
ら
ず
発
見
も
遅
れ
た
よ
う
で
し
た
。

私
の
場
合
も
友
人
の
時
も
、
目
の
前
に

危
険
が
迫
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
安
全
研
修
後
に
、
身
近

に
起
き
た
こ
と
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

度
農
業
者
年
金
研
修
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ

れ
た
と
は
い
え
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
の

予
防
対
策
に
は
色
々
と
配
慮
が
必
要

な
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
研
修
会
に

は
、
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
18
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
講
師
に
千
葉
県
農
業
会

議
の
積
田
氏
を
招
き
、
農
業
者
年
金

制
度
と
加
入
推
進
活
動
に
つ
い
て
の

研
修
を
受
け
ま
し
た
。
内
容
は
、
次

の
６
つ
が
ポ
イ
ン
ト
で
し
た
。

①�

農
業
者
な
ら
広
く
加
入
で
き
る
。
国

民
年
金
の
第
1
号
被
保
険
者
で
、

年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
な
ら
加

入
で
き
、
脱
退
も
自
由
に
で
き
る
。

②�

積
立
方
式
、
確
定
拠
出
型
に
な
っ

て
い
る
。

③�

月
額
２
万
円
か
ら
６
万
７
千
円

ま
で
の
間
（
千
円
単
位
）
で
、
保

険
料
の
額
が
自
由
に
決
め
ら
れ
る
。

④�
終
身
年
金
で
、
80
歳
前
で
死
亡
し

て
も
80
歳
ま
で
に
受
け
取
れ
る
予

定
の
年
金
が
補
償
さ
れ
る
（
死
亡

一
時
金
と
し
て
遺
族
に
支
給
）。

⑤�

税
制
面
の
優
遇
措
置
と
し
て
、
そ
の

年
に
支
払
っ
た
農
業
者
年
金
保
険

料
の
全
額
が
「
社
会
保
険
料
控
除
」

農
業
者
年
金
研
修
会
に
参
加
し
て
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雑草が繁茂してしまった農地

利用意向調査書・意向回答書

　

こ
の
利
用
状
況
の
調
査
で
不
耕
作

と
判
断
し
た
農
地
に
つ
い
て
、
そ
の

所
有
者
等
に
対
し
今
後
の
利
用
意
向

を
確
認
す
る
た
め
の
調
査
書
を
送
付

し
て
い
ま
す
。
こ
の
利
用
意
向
調
査

で
は
、
中
間
管
理
事
業
を
利
用
し
た

貸
付
け
を
行
う
意
向
が
あ
る
か
、
ま

た
は
自
分
で
耕
作
す
る
意
向
が
あ
る

か
な
ど
を
お
伺
い
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
意
向
の
表
明
が
な
い
場
合
、

ま
た
は
回
答
し
た
意
向
の
と
お
り
に

対
応
さ
れ
な
い
場
合
は
、
農
業
委
員

会
が
農
地
中
間
管
理
機
構
と
協
議
す

農業の最新情報満載
全国農業新聞を購読してみませんか
　・発行日　毎週金曜日
　・購読料　月額7００円（送料・税込）
お申し込みは農業委員会事務局まで

　

農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
の
利
用

状
況
を
調
査
す
る
た
め
、
毎
年
７
月

か
ら
９
月
に
か
け
て
市
街
化
区
域
を

除
く
市
内
全
域
の
農
地
を
見
て
回
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
農
地
の
荒
廃
化
の

防
止
や
解
消
を
目
的
に
実
施
し
て
い

ま
す
。
調
査
の
際
は
や
む
を
得
ず
農

地
に
立
ち
入
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

農
地
の
荒
廃
化
の
防
止
や
解
消
を
目
的
に

現
地
調
査
と
利
用
意
向
調
査
を
実
施

べ
き
こ
と
を
所
有
者
等
に
勧
告
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
勧
告
を

行
っ
た
場
合
、
当
該
農
地
の
固
定
資

産
税
の
課
税
が
強
化
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

農
地
所
有
者
の
皆
さ
ん
に
は
、
農

地
を
遊
休
農
地
（
※
）
に
し
な
い
よ

う
に
日
頃
か
ら
適
正
な
管
理
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

農
地
は
、
一
度
耕
作
を
や
め
て
数
年

放
置
し
て
し
ま
う
と
、
原
形
が
分
か

ら
な
い
ほ
ど
に
荒
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

農
地
の
適
正
な
管
理
を
怠
る
と
、
雑

草
の
繁
茂
に
よ
る
害
虫
、
鳥
獣
等
の

温
床
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
ご
み
の

不
法
投
棄
、
火
災
発
生
の
原
因
に
な

る
な
ど
、
生
活
環
境
へ
の
悪
影
響
も

考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
適
正
な
管
理

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
遊
休
農
地
と
は

〇�
１
年
以
上
に
わ
た
っ
て
耕
作
さ
れ

て
お
ら
ず
、
今
後
も
耕
作
さ
れ
な

い
と
見
込
ま
れ
る
農
地
。

〇�

周
辺
の
農
地
と
比
べ
て
低
利
用
と

な
っ
て
い
る
農
地
。

日
頃
か
ら
農
地
の
適
正
管
理
に

努
め
ま
し
ょ
う

　

農
地
を
必
要
と
す
る
方
に
貸
し
付

け
る
農
地
（
市
街
化
区
域
以
外
）
を
探

し
て
い
ま
す
。
貸
し
付
け
た
い
農
地

が
あ
る
場
合
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
出
し
手
と
受
け
手
の
間
に
立
っ

て
、（
公
社
）
千
葉
県
園
芸
協
会
が
農

地
の
貸
し
借
り
を
行
い
ま
す
。

●
農
地
の
貸
借
に
関
す
る
こ
と
は
、

　

市
農
政
課
（
電
話
９
３-

４
９
４
４
）

●
制
度
に
関
す
る
こ
と
は

　
（
公
社
）千
葉
県
園
芸
協
会
農
地
部

　

電
話
０
４
３-

２
２
３-

３
０
１
１

　

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

※（
公
社
）千
葉
県
園
芸
協
会
は
、�

　
　
　

千
葉
県
か
ら
農
地
中
間
管
理�

　
　
　

機
構
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
地
を
貸
し
た
い
方
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
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こんな時は農業委員会へ相談をこんな時は農業委員会へ相談を
　「自分の農地だから、許可や届出などしなくても自由に売ったり、貸したり、転用してもよいの
ではないか」と思っていませんか。農地を売る、貸す、転用する場合は、農地法に基づく許可（市
街化区域の場合は届出）が必要となります。

農地を売買、
貸借をする場合

３条申請

自分名義の土地
を転用する場合

４条申請

他人名義の土地を
買ったり、借りて

転用する場合

５条申請

◆�農地を耕作目的で、売買し
たり貸し借りする場合は、農
業委員会の許可が必要です。
◆�資産保有や投資目的による
売買、農地を取得する適格
者（耕作面積が申請地を含
めて50ａ以上）でない場合
は、許可されません。

◆�農地の転用とは、農地を住宅、車庫、工場、倉庫、資材置場、
駐車場、山林など、農地以外のものに用途を変更すること
です。このような場合は、農業委員会を経由して、県知事
の許可が必要です。
◆転用申請では、次のような審査を行います。　
　①転用の目的は適正か。
　②転用の面積は適当か。（必要最小限か）
　③水利など必要な同意はあるか。
　④付近の農業に与える影響はどうか。
　⑤転用の目的は確実に実現できるかどうか。
　⑥該当地や他の所有地に違反転用はないか。
　⑦�他の法令関係で手続きが必要な場合、その手続きがなさ
れているかどうか。

○農地の無断転用をなくしましょう

○大切な農地は自分で守りましょう

○�農地を埋立てするには事前の許可
または届出が必要です

　
相
続
等
に
よ
り
農
地
を
取
得
し
た
場
合
も
届
出
を

　

相
続
等
に
よ
り
農
地
を
取
得
し
た
場
合
は
、
そ
の
農
地

の
あ
る
市
町
村
農
業
委
員
会
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。

　

こ
れ
は
、
相
続
等
に
よ
る
農
地
の
権
利
取
得
を
農
業
委

員
会
が
き
ち
ん
と
把
握
し
、
農
地
の
有
効
利
用
に
努
め
る

た
め
の
も
の
で
す
。
届
出
の
様
式
は
、
農
業
委
員
会
窓
口

の
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

　

例
え
ば
・
・
・
農
地
を
相
続
し
た
方
が
地
元
を
離
れ
て

い
て
、
自
分
で
は
耕
作
や
手
入
れ
が
で
き
な
い
場
合
、
地

元
で
借
り
手
を
探
す
な
ど
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
で
は

　
農
地
基
本
台
帳
を
管
理
し
て
い
ま
す

 　

農
地
基
本
台
帳
は
、
所
有
農
地
及
び
小
作
地
等
を
把
握

し
、
各
種
証
明
書
の
発
行
な
ど
農
業
委
員
会
業
務
全
般
の

基
礎
と
な
る
も
の
で
す
。

　

農
地
法
等
の
許
可
を
得
た
農
地
の
移
動
や
貸
借
に
つ
い

て
は
、
農
業
委
員
会
で
台
帳
の
整
理
を
行
い
ま
す
が
、
土

地
の
分
筆
や
世
帯
の
変
更
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
ご

本
人
か
ら
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

特
に
、
認
定
農
業
者
等
の
方
に
つ
い
て
は
、
経
営
規
模

面
積
等
を
正
確
に
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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農
業
者
年
金
は

①
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
す
る

②
国
民
年
金
の
第
1
号
被
保
険
者
で

③
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
な
ら

　
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す

【
農
業
者
年
金
の
主
な
特
徴
】

○�

少
子
高
齢
化
に
強
い
、
積
立
方
式
・

確
定
拠
出
型
の
年
金
で
す
。

○�

保
険
料
は
自
由
に
決
め
ら
れ
、
い

つ
で
も
変
更
で
き
ま
す
。

　
（
月
額
２
万
～
６
万
７
千
円
）

○�

終
身
年
金
で
、
80
歳
前
に
亡
く
な
ら

れ
て
も
死
亡
一
時
金
が
あ
り
ま
す
。

○�

支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額
が
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
、
住

民
税
・
所
得
税
が
節
税
に
な
り
ま
す
。

○�

認
定
農
業
者
な
ど
一
定
の
要
件
を

満
た
す
農
業
者
に
は
、
保
険
料
の

国
庫
補
助
が
あ
り
ま
す

令
和
４
年
か
ら
農
業
者
年
金
制
度
が

改
正
さ
れ
ま
す

※�
平
成
14
年
１
月
か
ら
始
ま
っ
た
新

た
な
年
金
事
業
（
新
制
度
）
の
み

が
対
象
で
す
。

令
和
４
年
１
月
か
ら

35
歳
未
満
で
要
件
を
満
た
す
方
は
、

保
険
料
の
納
付
下
限
額
が
２
万
円
か

ら
１
万
円
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す

※�

保
険
料
引
き
下
げ
（
保
険
料
１
万

円
以
上
）
の
対
象

　

次
の
①
～
⑤
の
い
ず
れ
に
も
該
当

し
な
い
方

① 

認
定
農
業
者
か
つ
青
色
申
告
者

② 

認
定
就
農
者
か
つ
青
色
申
告
者

③ �

①
ま
た
は
②
の
者
と
家
族
経
営
協

定
を
締
結
し
経
営
に
参
画
し
て
い

る
配
偶
者
ま
た
は
直
系
卑
属

④ 

認
定
農
業
者
ま
た
は
青
色
申
告
者

⑤ �

①
ま
た
は
②
以
外
の
農
業
を
営
む

者
の
直
系
卑
属
で
、
そ
の
農
業
に

常
時
従
事
す
る
後
継
者

令
和
４
年
４
月
か
ら

農
業
者
年
金
の
受
給
開
始
時
期
の

選
択
肢
が
広
が
り
ま
す

※�

昭
和
32
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
が
対
象

○�

農
業
者
老
齢
年
金
に
つ
い
て
は
、
65

歳
以
上
75
歳
未
満
の
間
で
、
受
給
開

始
時
期
を
選
択
（
裁
定
請
求
）
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。（
裁
定
請
求
せ
ず
に
75
歳
に
達

し
た
場
合
は
、
75
歳
か
ら
年
金
を

受
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。）

○�

特
例
付
加
年
金
に
つ
い
て
は
、
受

給
要
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、
い

つ
で
も
受
給
開
始
時
期
を
選
択
（
裁

定
請
求
）
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
農
業
者

老
齢
年
金
と
は
異
な
り
、
受
給
開

始
年
齢
の
上
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
４
年
５
月
か
ら

農
業
者
年
金
の
加
入
可
能
年
齢
の

上
限
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

○�

農
業
者
年
金
に
加
入
で
き
る
年
金

の
上
限
が
、
20
歳
以
上
60
歳
未
満
か

ら
、
20
歳
以
上
65
歳
未
満
ま
で
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。（
た
だ
し
、
国

民
年
金
の
任
意
加
入
者
で
あ
っ
て

農
業
に
従
事
（
年
間
60
日
以
上
）
し

て
い
る
方
に
限
り
ま
す
。）

※
詳
し
い
内
容
や
加
入
の
申
し
込
み
は

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
（
☎
９
３-

６
４
９
４
）

　

Ｊ
Ａ
富
里
市

　
　
　
　
（
☎
９
３-

２
１
１
１
）

◆
◆
編
集
後
記
◆
◆

　

農
業
者
年
金
制
度
の
一
部
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
機
会

に
、
老
後
の
備
え
と
し
て
、
農

業
者
年
金
の
加
入
に
つ
い
て
検

討
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
少
し
で

も
農
家
の
皆
さ
ん
の
お
力
に
な

れ
る
よ
う
、
各
委
員
が
連
携
し

て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
老
後
の
備
え
は
国
民
年
金
プ
ラ
ス

　
老
後
の
備
え
は
国
民
年
金
プ
ラ
ス

　
農
業
者
年
金
で
安
心
！

　
農
業
者
年
金
で
安
心
！
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